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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 6,266 3.5 825 △3.4 921 △4.6 448 △11.4
21年3月期第3四半期 6,055 ― 854 ― 965 ― 506 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 2,531.78 2,530.64
21年3月期第3四半期 2,853.07 2,851.43

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 11,689 9,503 80.7 53,187.13
21年3月期 11,642 9,414 80.6 52,902.56

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  9,431百万円 21年3月期  9,378百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 2,200.00 2,200.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想）
1,700.00 1,700.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,600 6.7 860 △22.9 1,090 △12.9 580 △11.7 3,271.51



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい
ており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予
想に関する定性的情報をご覧下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 180,364株 21年3月期  180,332株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  3,044株 21年3月期  3,044株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 177,301株 21年3月期第3四半期 177,483株



当第３四半期におけるわが国経済は、引き続き厳しい雇用情勢が続くとみられるものの、輸出はアジア向けを中

心に増加し、また、企業収益減少のテンポも緩やかになるなど景気の持ち直し傾向が続くことが期待されておりま

す。 

介護保険制度につきましては、平成21年４月、深刻化する介護スタッフ不足解消に向けて、介護報酬改定で報酬

を全体で３％アップさせることとなり、福祉用具等につきましても、給付対象品目の追加がありました。また、当

社子会社で展開している小規模多機能型居宅介護（以下、小規模多機能ケア）につきましても、高齢者の在宅にお

ける生活を支える重要な柱となるサービスと位置づけられ、事業開始後一定期間における経営の安定化を図るため

の報酬の加算や夜間の人員配置基準の緩和などサービス普及のための各種施策が実施されました。 

こうしたなか、当社グループは、平成21年４月の介護報酬改定を受けて、平成22年３月期から平成23年３月期ま

での２か年を対象とした中期経営計画を策定いたしました。「『高齢者ケア事業』のリーディングカンパニーへ」

を中期経営ビジョンとして掲げ、主力である福祉用具サプライ事業及び在宅介護サービス事業の他、アクティブシ

ニア向け商品販売、健康・予防支援及び海外展開などの新たな取組みにより、介護保険第２ステージでのさらなる

成長を目指してまいります。 

当社が中心に事業展開する福祉用具サプライ事業につきましては、福祉用具レンタル卸サービスでは、かねてか

らメーカーと連携を図り、新たなレンタル商品を積極的に導入していくこととしておりますが、当第３四半期につ

きましては、平成21年６月にレンタルを開始いたしました当社初となるオリジナル電動ベッド「ケア優」が主力商

品として順調に稼動を増やしております。当レンタル商品は、当社が創業以来培ってきたノウハウを結集し、ご利

用者に優しい安全・安心な設計で最新のJIS規格の認定も受けております。 

高齢者向け商品販売では、引き続き介護予防関連商品及び介護施設向け商品のより一層の充実を図るとともに、

新たな取組みと位置づけるアクティブシニア向け商品のラインナップの充実に努めました。 

海外展開では、福祉用具の輸出入取引に加えて、東アジア諸国での高齢者ケア事業について具体化を進めており

ます。 

在宅介護サービス事業につきましては、指定居宅サービス事業者との連携・協働を図り、さらに病院・診療所等

の医療機関及び他の介護サービス企業等との業務提携も進めながら、小規模多機能ケアを中心に、地域に応じた複

合的な在宅介護サービスの提供に取り組んでおります。在宅介護サービス事業を担う連結子会社は全国９社とな

り、各拠点とも順調に稼動しております。 

以上の結果、当第３四半期の業績につきましては、売上高が 百万円（前年同四半期比 ％増）、営業利益

が 百万円（前年同四半期比 ％減）、経常利益が 百万円（前年同四半期比 ％減）、四半期純利益が 百

万円（前年同四半期比 ％減）となりました。 

なお、第１四半期より、事業部門の区分については「福祉用具レンタル卸サービス事業」及び「商品販売事業」

を「福祉用具サプライ事業」に変更しております。 

  

（１）資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

当第３四半期末における資産合計は、前期末に比べ46百万円増加し、 百万円となりました。主な要因

は、流動資産の現金及び預金264百万円減少、固定資産の有形固定資産399百万円増加、投資その他の資産100百

万円減少等によるものであります。 

（負債） 

当第３四半期末における負債合計は、前期末に比べ41百万円減少し、 百万円となりました。主な要因

は、流動負債のレンタル資産購入未払金147百万円増加、未払法人税等385百万円減少、固定負債の退職給付引当

金27百万円増加等によるものであります。 

（純資産） 

当第３四半期末における純資産合計は、前期末に比べ88百万円増加し、 百万円となりました。主な要因

は、四半期純利益 百万円の計上による増加、配当金 百万円等による減少によるものであります。自己資本

比率は、前期末の80.6％から0.1ポイント増加し ％となりました。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

6,266 3.5

825 3.4 921 4.6 448

11.4

２．連結財政状態に関する定性的情報

11,689

2,186

9,503

448 390

80.7



  

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前期末に比べ262百万円減少し、当

第３四半期末には 百万円となりました。 

当第３四半期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 百万円（前年同四半期は得られた資金 百万円）となりました。主な要因

は、税金等調整前四半期純利益 百万円及び減価償却費 百万円等があったものの、レンタル資産の取得に

よる支出 百万円及び法人税等の支払額 百万円等があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は 百万円（前年同四半期は使用した資金 百万円）となりました。主な要因

は、有形固定資産の取得による支出 百万円及び差入保証金の差入による支出 百万円等があったことによるも

のであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は 百万円（前年同四半期は使用した資金 百万円）となりました。主な要因

は、配当金の支払額 百万円等があったことによるものであります。 

  

平成22年３月期通期の連結業績予想といたしましては、上期についてはほぼ当社グループ見通しどおりに推移

し、下期については現時点におきましても、事業環境の大きな変化を想定していないことから、売上高は8,600百万

円、営業利益は860百万円、経常利益は1,090百万円、当期純利益は580百万円を見込んでおり、平成21年４月28日付

「平成21年３月期 決算短信」に記載の予想に変更はありません。 

業績予想は、当社グループが現時点で入手可能な情報による判断、仮定等に基づいて作成しております。今後の

国内外の経済情勢、当社グループ事業運営における状況の変化、見通しに内在する様々な要素や潜在リスク等の要

因により、結果的に実際の業績が見通しと大きく異なることがあります。 

  

該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

  

該当事項はありません。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,221,541 1,486,225

売掛金 193,546 166,170

レンタル未収入金 897,888 861,358

有価証券 2,999,140 2,997,428

商品 19,891 20,743

貯蔵品 27,354 22,045

短期貸付金 2,000,000 2,000,000

その他 473,310 440,017

貸倒引当金 △48,000 △48,000

流動資産合計 7,784,673 7,945,988

固定資産   

有形固定資産   

レンタル資産（純額） 2,489,785 2,169,078

その他（純額） 704,476 625,634

有形固定資産合計 3,194,261 2,794,713

無形固定資産   

のれん 5,212 6,638

その他 102,542 192,351

無形固定資産合計 107,754 198,989

投資その他の資産   

投資その他の資産 605,303 705,906

貸倒引当金 △3,850 △3,850

投資その他の資産合計 601,453 702,056

固定資産合計 3,903,469 3,695,759

繰延資産 967 738

資産合計 11,689,110 11,642,486



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 145,620 92,853

レンタル資産購入未払金 332,482 185,031

未払法人税等 106,497 491,818

賞与引当金 66,177 125,591

レンタル資産保守引当金 512,200 492,600

その他 378,835 207,602

流動負債合計 1,541,812 1,595,497

固定負債   

退職給付引当金 418,252 390,990

役員退職慰労引当金 42,985 55,940

その他 182,958 185,360

固定負債合計 644,195 632,291

負債合計 2,186,008 2,227,789

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,897,275 2,897,075

資本剰余金 1,641,275 1,641,075

利益剰余金 5,293,917 5,242,164

自己株式 △401,326 △401,326

株主資本合計 9,431,141 9,378,988

少数株主持分 71,960 35,708

純資産合計 9,503,102 9,414,697

負債純資産合計 11,689,110 11,642,486



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 6,055,600 6,266,228

売上原価 2,928,007 3,179,790

売上総利益 3,127,592 3,086,438

販売費及び一般管理費 2,272,758 2,260,856

営業利益 854,834 825,582

営業外収益   

受取利息 32,240 15,546

ソフトウェア使用料 21,371 24,168

レンタル資産修繕収入 13,650 12,898

補助金収入 30,000 38,842

雑収入 16,511 5,577

営業外収益合計 113,773 97,033

営業外費用   

貸倒引当金繰入額 2,650 －

為替差損 － 639

雑損失 568 759

営業外費用合計 3,218 1,399

経常利益 965,389 921,216

特別損失   

固定資産売却損 222 －

固定資産除却損 7,272 8,055

本社移転費用 － 33,332

特別損失合計 7,495 41,388

税金等調整前四半期純利益 957,894 879,828

法人税等 453,778 429,955

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,254 985

四半期純利益 506,371 448,886



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 957,894 879,828

減価償却費 892,291 1,089,353

長期前払費用償却額 10,680 9,731

のれん償却額 1,288 1,425

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,563 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △56,401 △59,414

レンタル資産保守引当金の増減額（△は減少） 15,600 19,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32,667 27,261

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,600 △12,955

受取利息及び受取配当金 △32,645 △15,816

固定資産売却損益（△は益） 222 －

固定資産除却損 7,272 8,055

レンタル資産除却損 14,539 13,495

売上債権の増減額（△は増加） △96,196 △64,247

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,320 1,129

前払費用の増減額（△は増加） 18,772 △19,824

未収入金の増減額（△は増加） 14,199 △5,130

レンタル資産の取得による支出 △1,284,640 △1,118,758

仕入債務の増減額（△は減少） 50,810 52,766

未払金の増減額（△は減少） 85,635 110,908

その他 30,918 62,336

小計 679,395 979,745

利息及び配当金の受取額 33,794 15,827

法人税等の支払額 △242,592 △815,500

営業活動によるキャッシュ・フロー 470,596 180,072

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △48,915 △32,294

無形固定資産の取得による支出 △15,570 △8,686

投資有価証券の取得による支出 △61,162 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

5,346 －

長期前払費用の取得による支出 △5,834 △2,865

差入保証金の差入による支出 △16,184 △31,123

差入保証金の回収による収入 4,917 3,836

その他 △2,349 △1,991

投資活動によるキャッシュ・フロー △139,751 △73,124

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 230 390

自己株式の取得による支出 △32,474 －

配当金の支払額 △533,003 △390,353

財務活動によるキャッシュ・フロー △565,247 △389,963



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △265 △249

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △234,668 △283,264

現金及び現金同等物の期首残高 4,616,163 4,483,654

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 20,291

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,381,495 4,220,682



 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 当社グループは高齢者ケア事業の単一セグメントのため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略してお

ります。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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